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地域医療を支える７つの柱
　昨年５月、奈良県総合医療セン
ターとして移転開院した。理念は
「医の心と技を最高レベルに磨き
県民の健康を生涯にわたって支え
続けます」という崇高なものです。
　新病院には奈良の地域医療を支
える７つの柱がある。まずは、断
らない救急の実現と、助かる命
は確実に助けていきたい、とす
る「救急医療の充実」。出産数は
減っているが、少人数の産婦人科
医師を集約して確実に周産期医療
を実施していく「周産期医療の充
実」。そして、今では２人に１人
はがんになり、３人に１人はがん
で亡くなるため、「専門的な質の
高いがん医療の提供」を行う。こ
の３つが大きな柱。その他「小児
医療」。小児救急受け入れ体制の
充実。現在は、国民病と言っても
いいほど10人に１人は糖尿病に罹
る。その「糖尿病治療」。そして
「精神医療」。精神疾患をお持ち
の方も手術や検査が必要になる場
合があるので、県内には少ない精
神病床を設けている。そして「災
害医療」として、大規模災害時の
医療をしっかりやっていく。
　これらの目標を達成するため
に、救急救命センター、心臓血管
センター、脳血管センター、周産
期母子医療センター、そして集学
的がん治療センターの５つのセン

ターを配置。また、ヘリポートを
設置し、ドクターヘリによる広域
救急受け入れ体制が充実した。

高度急性期医療
　高度急性期医療を可能にするに
は人だけではなく、医療機器も必
要となる。現在のがん治療は、身
体に優しい放射線治療が脚光を浴
びており、放射線治療機器２台を
設置。そして、がんを診断する非
常に高精度な画像が撮れるＣＴ、
磁気を応用したＭＲや、がんの診
断に威力を発揮するＰＥＴ－ＣＴ
も導入。また、心筋梗塞時のカ
テーテル検査や、ステント治療に

使用する血管撮影装置や、乳がん
検査のマンモグラフィも導入。手
術室にもＣＴを設置し、術中に何
かが起きた際や、ステントを入れ
る位置確認など、その場で撮影が
可能になった。そして県内で最初
に導入した内視鏡手術器具操作支
援システムの「ダ・ヴィンチ」。
外科的な手術とカテーテル手術を
同時にできるハイブリッド手術室
など、様々な高度医療機器を導入
している。

センター内での活動
　医療は医師だけではできない。
看護師、薬剤師、放射線技師、栄

新奈良県総合医療センターのめざすところ
―移転後１年を経過して―
奈良県総合医療センター院長の菊池氏

　火曜午餐会・10月第１例会は１日12時15分から当部５階大会議室で開催した。講師に奈良県総
合医療センター院長の菊池英亮氏を招き「新奈良県総合医療センターのめざすところ―移転後１
年を経過して―」をテーマに語って頂いた。菊池氏はセンターのめざすところについて「患者さ
んが、最高の医療サービスを受けていると実感でき、地域社会から貢献していると言っていただ
ける病院。そして、職員が良い病院で働いているなと実感できる病院にしたい」と語った。講演
要旨は次の通り。
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養士など様々な職種の人たちが共
同して質の高いチームを組み、医
療、サポート活動を行っている。
また、人材育成、質の高い医療を
提供するため、医療専門職教育セ
ンターや24時間利用できる図書館
情報センター、手技研修室を設け
た。そして、新規採用の職員研修
や新規採用看護師のライフサポー
トの実修。病院では個人情報が多
いため情報管理研修や、将来の奈
良県の医療を支える貴重な人材で
ある研修医の奨励カンファレンス
を行っている。
　そして、地域の方々や広く県
民の皆様に、よりご理解いただ
く機会として「あおによし祭」
を開催。模擬店やドクターヘリと
写真撮影やロビーコンサート、健
康相談や公開講座、またブラック

　興福寺の僧侶の日々の生活の中
には、今でも神仏習合が元気に生
きている。
　明治に入り、神仏判然（神仏分
離）令が発布され、無理やり神道
の神様と、仏教の仏様を分けよう
とした。分けるだけではなく、仏
教を批判、廃仏毀釈運動も起こっ
た。このことは、今でも日本人に
とっては不自然だと感じている。

春日社（春日大社）の
� 創建と祭神
　768年、春日大社は藤原家の氏
社として三笠山の麓に建てられ

ジャックセミナーとして、子供た
ちに模擬手術の体験など催しを
行っている。

ＩＳＯ取得
　「ISO9001」には、医療サービ
スを提供する項目があり、県内で
初めて取得した。
　取得にあたり、入退院時の各部
門の文書管理をするプロセスフ
ローチャートの作成。マニュアル
通り業務が出来ているかを確か
める監査委員を養成し、内部監査
をする。各部門の目標管理シート
を院長まで提出。そして、四半期
ごとに目標が達成できたか自己評
価していく。最初は反論もあった
が、チーム内の問題や、医療やケ
アの質が変わると思った。業務内

た。第一殿には鹿島の神様「武甕
槌命（たけみかづちのみこと）」、
第二殿は「経津主命（ふつぬしの
みこと）」を祀られた。元々は、
東国の最も力のある神様をお迎え
し藤原家の集合寺とした。そして
第三殿の「天児屋根命（あめのこ
やねのみこと）」と第四殿「比売
神（ひめがみ）」は、古来藤原家
と関係のある神様をお祀りした。
所謂、春日社の五所明神と呼ばれ
るのは、この四柱の神様と、最も
大きな摂社である若宮社「天押雲
根命（あめのおしくもねのみこ
と）」のこと。
　興福寺と春日社は、何れも藤原

容の見直しにつながり、働き方改
革にもつながる。そしてコミュニ
ケーションが良くなった。

センターのめざすところ
　最近の医療の現場でも人工知能
「ＡＩ」の導入が進んでいる。
しかし、患者とのコミュニケー
ションは人間がやること。医療事
故の６割はコミュニケーションス
キルのミス。患者さんから「症状
を診るよりも人を診なさい」と教
えられた。患者さんが、最高の医
療サービスを受けていると実感で
き、地域社会から貢献していると
言っていただける病院。そして、
職員が良い病院で働いているなと
実感できる病院にしたいと思って
いる。

氏と関係がある。藤原家の地位が
向上するにつれて、勢力が増して
くる。そして都が平城京を離れて
平安京に移ると、興福寺が神社を
経営管理することになり、春日社
興福寺という一つの組織になっ
た。この一体化を描かれている
のが「春日社曼荼羅」。春日の風
景、興福寺の伽藍、そして安置さ
れている仏様が描かれている。
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　我々愚か者である衆生の救済の
ために、仏・菩薩（＝本地）が衆
生の能力に合わせて姿を変えて出

冥の照覧
―興福寺の僧侶からみた神仏習合の世界―

法相宗大本山興福寺録事補のザイレ暁映師
　火曜午餐会・10月第２例会は公開講演会として、15日13時から当部５階大会議室で開催した。
講師に法相宗大本山興福寺録事補のザイレ暁映師を招き「冥の照覧―興福寺の僧侶からみた神仏
習合の世界―」をテーマに語って頂いた。ザイレ師は神仏習合について「神仏習合の特徴は、何
らかの経典をみて説かれたものではなく、人の感覚、感得、あるいは夢告によって展開する考え
方。ですから人によっては神様と仏様の関係が変わってもおかしくはない」と語った。講演要旨
は次の通り。


